
可

観

小

読

経

十

ん
と
被
巾
候
へ
ば
.
「
か
与
る
時
さ
と
そ
命
の
を
し

か
ら
め
か
ね
て

な
き
身
と
訟
も
は
ざ
り
せ
ば
」
と
存
寄
候
。
此
か
色
み
る
は
秀
伺
陀
て

候
と
申
候
。
追
付
刺
殺
し
巾
候
。
位
四
時
の
者
に
侠
へ
ど
も
、
死
に
路

候
て
も
従
容
た
る
背
中
ど
も
、
大
丈
夫
の
気
叙
有
之
候
。

一
.
宅
問
八
太
夫
若
誌
を
討
た
れ
し
意
趣
返
し

松
平
相
模
守
殿
の
使
者
宅
問
八
太
夫
と
い
ふ
も
の
、
江
戸
陀
て
伎
を

勤
る
所
・勤
先
の
宿
所
在
野
ね
に
若
総

E
走
ら
し
、
辻
番
所
に
て
問
は

せ
候
故
・
走
り
行
候
庭
・
共
遜
民
間
岨
泡
候
旗
本
設
に
候
か
、
共
先
供

?li. 

左
衛
と
巾
人
陀
付
、
公
儀
よ
り
御
吟
味
有
之
、
切
股
被
仰
付
候
。

八
太
夫
棋
は
相
談
守
殿
無
綿
、
耐
制
陀
図
許
へ
被
相
、
返
、
加
…
義
組
同
在
倹

よ
し
巾
舵
侭
、
。
主
此
老
人
諒

一
、
白
石
先
生
し
づ
訟
の
考
符

余
正
徳
年
中
・
京
都
の
市
中
氏
於
て
古
鞍
一
具
を
民
得
た
り
。
今
製

と
は
遊
具
也
。
今
の
荷
鞍
の
桜
花
似
て
、
銅
に
て
菊
花
の
紋
を
設
け
、

惣
地
は
銀
の
梨
地
也
。
相
酬
の
批
岡
崎
聞
に
=
一
銭
形
の
小
紋
あ
り
a
前
輸
に

は
織
を
以
て
傘
て
、
手
が
か
り
の
周
と
す
。
営
時
間
ら
く
.
北
保
氏

の
時
代
の
荷
鞍
な
ら
ん
。
軍
中
小
荷
駄
の
共
に
は
可
成
も
の
と
た
も

か
け
候
故
又
立
寄
被
巾
候
へ
ば
、
古
歌
に
て
も
時
に
取
て
我
心
陀
叶

候
は
w
h

・
際
社
に
成
可
申
や
と
郡
候
故
、
相
出
向
次
第
の
事
陀
て
伎
は

無
御
座
候
n
只
今
末
期
陀
及
び
別
て
存
出
し
、
口
恰
存
候
。
齢
世
杯
と

巾
帥
附
も
有
之
候
も
の
を
と
中
内
・
勝
山
崎
且
は
立
も
ど
り
被
申
候
属
、
附け

恭
作
候
。
視
は
弱
年
の
刷
出
.
少
し
歌
製
仕
候
桜
陀
御
す
す
め
候
へ
共
、

朝
刊
。
軍
法
の
類
ま
で
陀
心
が
け
、
一
凶
和
敬
ま
で
の
俄
に
及
可
申
隙

見
物
診
敷
有
之
候
。
共
中
へ
石
谷
玄
入
い
ま
だ
将
庭
と
栴
し
候
叩
酬
に

て
、
見
物
の
中
に
候
底
・
忠
制
閣
と
弱
年
の
時
は
心
安
く
は
な
し
候
。

此
場
比
臨
み
暇
乞
も
不
仕
事
は
・
無
本
意
却
と
て
際
木
の
際
迄
能

越
‘
名
乗
候
て
暇
乞
被
中
候
へ
ば
、
忠
嗣
瑚
巾
供
。
扱

τ不
谷
容
仕
合

の
者
へ
障
申
候
。
主
人
馬
上
よ
り
き
れ
/
¥
と
呼
は
り
申
候
に
付
、

拠
能
切
拾
K
い
た
し
先
へ
被
活
候
。
共
所
へ
八
太
夫
会
り
か
A
り、

何
者
の
所
翁
に
候
や
と
、
共
肉
迭
に
て
納
得
候
へ
ば
、
辻
帯
人
巾
候
は

只
今
被
肌
開
通
候
人
の
篤
被
刷
出
血
叩
候
。
あ
れ
へ
見
え
申
方
民
て
候
旨
申

上
侠
に
付
‘
品
開
を
執
て
馬
上
K
街

へ
、
迫
懸
言
葉
を
か
け
候
へ
ば
‘

ー

染
出
し
足
早
能
越
・
或
人
の
家
へ
か
け
入
被
申
候
。
八
太
夫
も
道
付
書
4

か
け
入
り
相
官時
候
へ
ば
、
此
出
家
へ
左
桜
の
人
は
み
え
不
巾
候
U
M
・
餓

じ
候
て
開問
立
不
巾
伎
に
付
・
付
込
候
趣
断
申
入
、
八
太
夫
は
布
市
叫
骸

引
取
市
候
よ
し
o
這
て
共
人
相
知
れ
、
大
森
の
内
四
百
石
取
候
布
目
奥
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